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学習者が主体となって「数学的に考える資質・能力」を育成する授業
～「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実践を通して～

十島村立小宝島中学校 教諭 井上 佳昭

【推薦のポイント】
○ 本論文は，生徒が主体となって「個別最適な学び」「協働的な学び」を進めてい

くことができるよう授業構成を工夫することによって，生徒の数学的な資質・能力
を育成しようと取り組まれた価値ある論文です。

〇 特に，個別最適な学びと協働的な学びを成立させるために求められるポイントを
答申等から整理し，具体的な手立てとして８点に焦点化して，それぞれについて細
かく工夫を加え相互に関連させながら実践を積み上げ，成果を上げてきたことがよ
く分かります。
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１ 研究主題 
 

 

 

 

２ 主題設定の理由 

(1) 社会の情勢から 

グローバル化の進展，ＡＩ，ビッグデータ，ＩｏＴ，ロボティクス等の先端技術が高度化し，あ

らゆる産業や社会生活に取り入れられたＳｏｃｉｅｔｙ5.0 時代の到来など，世界は社会，経済，

環境など様々な分野において前例のない変化に直面している。そして今を生きる子供たちやこれか

ら誕生する子供たちが，成人して社会で活躍する頃には，我が国は厳しい挑戦の時代を迎えている

と予想されている。そのため，これからの時代を生きる子供たちには，こうした変化を乗り越え，

何が重要かを主体的に考え，高い志や意欲をもつ自立した人間として，他者と協働しながら新たな

価値の創造に挑み，未来を切り拓く資質・能力を身に付けることが重要である。 

また，令和３年１月２６日に出された中央教育審議会答申では，「令和の日本型学校教育」の姿と

して，「個別最適な学び」と「協働的な学び」を提唱し，未来を切り拓く資質・能力の育成には，「個

別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させることが重要であると示されている。この

ことから，数学科における「個別最適な学び」と「協働的な学び」の視点から「主体的・対話的で

深い学び」の実現へ向けて授業改善を行い，数学的に考える資質・能力の育成ができる授業づくり

を目指すこととした。 

 

(2) 学校教育目標・生徒の実態から 

   本校は，人口６０名ほどの小宝島にある中学校である。小中併設校であり，学校教育目標「豊か

な心をもち，深く学び，創意工夫しながら たくましく生きる児童生徒を育成する～荒波を越えて 

独り立ちする教育～」のもと，子供たちが自ら主体的に行動し，自立するための資質・能力を小学

校の６年間，中学校の３年間で継続的に育成することに取り組んでいる。 

本校は１学年４名，２学年３名，３学年２名の計９名という極小規模校である。また，今年度は

そのうち７名の生徒が「山海留学生」という留学制度を利用して入学・転入してきた生徒である。

生徒は明るく，思いやりもあり，学校行事等にも一生懸命に取り組むことができる。しかし，学習

への苦手意識をもつ生徒が多く，生徒間の学力差は大きい。また，与えられた課題や指示には精一

杯取り組むものの，自ら進んで課題を見つけたり，他者と話し合ったりすることには消極的な姿も

見られる。下の表１は，本校の実態の一部をまとめたものである。 

【表１ 本校（極小規模校・少人数指導)のよさと課題 】 

本校（極小規模校・少人数指導)のよさ 本校の課題 

○ 一人一人の実態把握がしやすく，きめ

細やかな指導を行える。 

○ 質問がすぐにできる環境がある。 

○ ＩＣＴ機器の整備が充実している。 

● 生徒間の学力差が大きい。 

● 多様な見方・考え方が生まれにくい。 

● 話合い活動などを活発に行うことが難

しい。(学力差による役割の固定化など) 

極小規模校である本校において，一人一人の実態把握や，生徒のつまずきにすぐ対応できる「個

に応じた指導」は強みであった。しかし，それだけでは生徒たちの異なる学習進度や到達度に対応

したり，他者と多様な見方・考え方を育む学びを実現したりするには十分とはいえず，これまでも

課題が残っていた。こうした現状からも，学習者が自ら学びを進め，他者とよりよい学びを生み出

すことを目指す本研究を進めていく必要性を強く感じた。 

学習者が主体となって「数学的に考える資質・能力」を育成する授業 
～「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実践を通して～ 
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３ 研究の構想 

 (１) 研究の仮説 
 
 
 
 
 
 (２) 「個別最適な学び」と「協働的な学び」について 
   「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して(答申)」では，「個別最適な学び」と「協働的な学

び」について，以下のように示している。 

【表２ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」について（答申より）】 

個別最適な学び 協働的な学び 

指導の個別化 学習の個性化  子供一人一人のよい点

や可能性を生かすことで，

異なる考えが組み合わさ

り，よりよい学びを生み出

していくこと。 

 教師が支援の必要な子供によ

り重点的な指導を行うことなど

で効果的な指導を実現し，子供一

人一人の特性や学習進度，学習到

達度等に応じ，指導方法・教材や

学習時間等の柔軟な提供・設定を

行うこと。 

 子供の興味・関心・キャリア形

成の方向性に応じ，教師が子供一

人一人に応じた学習活動や学習

課題に取り組む機会を提供する

ことで，子供自身が学習が最適と

なるように調節すること。 

「個別最適な学び」として，「指導の個別化」と「学習の個性化」の２つが示されている。「指導

の個別化」は，一定の目標をすべての子供が達成することを目指し，異なる方法等で学習を進める

ことを示している。「学習の個性化」は，子供が異なる目標に向けて，学習を深め，広げることを示

している。また，「協働的な学び」は，子供たちの異なる考え方が組み合わさり，よりよい考えを生

み出すことを示している。 

子供たち一人一人の「個別最適な学び」が孤立した学びに陥らないように，「協働的な学び」を充

実することも必要である。ＩＣＴを効果的に活用しながら，生徒自らが問題の解決に向けて見通し

をもち，粘り強く問題に取り組めるとともに，互いの考えを伝え合うことで学び合えるような授業

づくりを目指して，指導の工夫・手立てを講じることとした。（図１） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【図１ 本研究の構想図】 

授業づくりにおいて，学習者が主体となる「個別最適な学び」と「協働的な学び」の工夫・手

立てを行えば，主体的・対話的で深い学びとなり，子供たちの数学的な資質・能力を育成するこ

とができるのではないか。 

数学的に考える資質・能力の育成 

協働的な学び 個別最適な学び 

・指導の個別化 

・学習の個性化 

一体的に充実 

主体的・対話的で深い学びの実現 

・ICT 活用 等 
・ICT 活用 等 

・思考ツール 
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 (３) 具体的な工夫・手立てについて 
学習指導要領によると，数学科の目標は，数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通し

て，数学的に考える資質・能力である「知識・技能」，「思考力・判断力・表現力」，「学びに向か

う力，人間性」を育成することと捉えることができる。このことを踏まえ，今回の研究の仮説を

実証するための具体的な工夫・手立てを以下のように行うこととした。 

ア 個別最適な学びの実践 
(ア) 生徒が実態に合わせて選択できる学習問題 
(イ) 自分(たち)でつくる学習課題 

 (ウ) ＩＣＴを活用した学びの進め方  
(エ) 深い学びへとつながる「振り返り」 
(オ) 生徒が自分のペースで学びを進める「自分で学びたいむ」 
(カ) ＡＩドリルを活用した個に応じた指導 

イ 協働的な学びの実践 
(ア) 本校数学科における学習過程の設定 
(イ) 思考ツール等の活用 

 
４ 研究の実際 

 (１) 「個別最適な学び」の実践 
   ア 生徒が実態に合わせて選択できる学習問題 

学習指導要領によると，数学的活動とは，

「事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだ

し，問題を自立的・協働的に解決する過程を

遂行すること」とされており，問題解決の授

業の重要性が示されている。そこで，授業の

最初で出会う学習問題が，全ての生徒にとっ

て学びを進めるための興味や関心，疑問を抱

けるものでなければならないと考えた。 

また，生徒が主体的に学ぶ姿とは，「問題や

課題について自分事として考える姿」と捉え，

問題を基本的には次のような４点のタイプ

で提示することとした。（図２） 

そして，問題は生徒の実態を基にしながら，

直感的に予想できたり，異なる予想が生じた

りするように，右の４点のポイントを意識し

て作成することとした。（図３） 

しかし，そのように作成した学習問題でも，

一人一人の生徒が学習問題の内容を理解で

きなければ意味はないと考え，生徒自らが実

態に応じて学習問題の難易度を選択できる

ような手立てを行うこととした。具体的な手

立てとして，計算の難易度を変えたり，視覚

的な情報が伝わるように図やグラフを挿入

したりすることを行った。 (図４) 

    

問題提示の４点のタイプ 
１「求答タイプ」…「～はいくつか」など 

２「選択タイプ」…「～はどれか」など 

３「正誤タイプ」…「～は正しいか」など 

４「発見タイプ」…「～になるだろうか」など 

【図２ 問題提示の４点のタイプ】 

問題作成の４点のポイント 
１ 直感的に予想できる問題 

２ 異なる(多様な)予想が生じる問題 

３ 生徒が行いがちな「誤答」を取り入れた問題 

４ 数値や図の大きさや向きなどを工夫し，つ

まずきが生じる問題 

【図３ 問題作成の４点のポイント】 

【図４ 学習問題の一例(下は図ありの問題)】 
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イ 自分(たち)でつくる「学習課題」 
学習者が主体となって学ぶためには，問題

を通して抱いた興味・関心や疑問を生かして，

生徒自身で「課題」設定をすることがとても

重要であると考えた。 

そこで，教師から課題を与えるのではなく，

生徒が必要感や必然性を感じながら，課題設

定が行えるように発問のしかけを行った。

（図５）こうした発問を行うことで，生徒が

課題を明確にしながら問題解決へ向かうだ

けでなく，個人思考や集団思考の際に生徒が，

「数学的な見方・考え方」を働かせながら考

えていくことにもつながるとも考えた。 

また，学習課題が生徒の興味・関心だけに

基づいたものでなく，単元や一単位時間で生

徒たちに育成させたい資質・能力も踏まえた

ものになるように，各単元の始まりには「学

習後のめざす姿」を提示して，教師から生徒

たちへ説明をした。(図６)そして，これまで

の既習事項も振り返りながら，新たな単元で

どのように学んでいくのかイメージを共有

することとした。 

生徒は当初，自分たちで学習課題を設定す

ることに戸惑いもあったが，「めざす姿」とい

う視点を共有したことで，意欲的に課題を設

定しようとする姿が見られるようになって

きた。 

「文字式」の単元の導入の授業では，正三

角形の１辺の碁石の数が変化したときに碁

石の総数はどうなるかを考えた。最初は，図

をかいたり，数えたりしている生徒がほとん

どだったが，「１辺が１０個，１００個になっ

たときはどうする？」という教師の発問や，

「図をくくればできそうだ。」という友達の

つぶやきから，自分の課題を明確にし，各自

で課題設定を行うことができていた。(図７) 

 
  ウ ＩＣＴを活用した学びの進め方 

生徒たちが自ら学びを進めていけるような手

立てとしてＩＣＴも積極的に活用することにし

た。デジタル教科書はもとより，これまでの既

習事項をいつでも確認できる「ヒントボックス」

(図８)や，GeoMathRoom などの Web サイトへの

リンクができるファイル(図９)をロイロノー 

生徒が課題設定へ向かいたくなる主な発問 
１ 「本当にそうなるのかな？」（正当性） 

２ 「いつでもこの方法でできるかな？」(一般性) 

３ 「もっといい方法はないかな？」（検討） 

４ 「どちらの考えがいいかな？」（比較） 

（ ）は生徒が課題設定する際の目的につながる 

【図５ 教師の発問例】 

【図６ 学習後のめざす姿(単元シートより抜粋)】 

【図７ 自分たちで課題設定を行う姿】 

【図８ ヒントボックスの一例】 

私は「１辺の個数が

いくつの場合でも碁

石の総数を求める方

法を考えよう。」に設

定しよう。 
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トの資料箱に作成し，いつでも生徒が必要に応じて活用できるようにした。また，学びを進

めるなかで，生徒が多様な見方・考え方に気付く機会ができるように自作のパワーポイント

データをヒントコーナーに設置して使えるような手立てを行った。(図 10) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ 深い学びへとつながる「振り返り」 
     個別最適な学びと協働的な学びを通して，気付いたことや学んだことをもとに，毎時間生

徒自身で振り返りを行うことにした。学びがより深まるように，教師側から，４つの視点を年

度初めに提示して，それをもとにして，授業ごとに視点を決めて振り返りを行っている。 
     下の図 11 は，図４の学習問題を扱った授業の振り返りの場面において，生徒が「ふりかえ

りの４つの視点」の④を利用して考えたものである。生徒たちは学習問題の仮定「ＡＥ＝Ｃ

Ｆ」を「ＢＥ//ＦＤ」となるように２点Ｅ，Ｆをとれば，平行四辺形になるのではないかと考

え，問題の条件を変えて発展させながら，新たな問題を作り，証明に取り組むことができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

オ 生徒が自分のペースで学びを進める「自分で学びたいむ」 
     一斉に同じ内容を

同じ方法で，同じペー

スで進める授業だけ

では，異なる特性や学

習進度等をもつ全て

の生徒たちに目指す

資質・能力を育成する

ことには限界がある

と感じた。 

     そこで，学習者であ

る生徒が学びを進め

る方法やペースを自

分で選べられるよう

に，単元内に「自分で

学びたいむ」を設定す 

【図 12 単元シート（学習計画・ふりかえり表）の一部】 

【学習ツールの提示】 

みんなで 
学びたいむ 
(一斉学習) 

自分で 
学びたいむ 

(自由進度学習) 

【図９ GeoMathRoom へのリンクカード】 【図 10 自作のパワーポイント資料】 

条件を変えても，平行

四辺形になりそうだ！ 

【図 11 振り返りの視点をもとにした取組】 
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ることにした。単元に入る前のレディネステストや

単元の学習計画をもとに，学習者である生徒と教師

で「みんなで学ぶ時間（一斉）」と「自分で学びを進

める時間（個別）」を決めた。 

「自分で学びたいむ」では，学習問題をもとにし

て，学習者で課題設定を行い，ＩＣＴや教科書，教

具，その他の学習ツールを活用したり，友達と話し

合ったりしながら問題解決まで取り組めるようにし

た。図 12の単元シート(学習計画・ふりかえり表)の

ように，３時間という枠組みを決めて，自分の学習

進度に合わせながら，学習ツールを選択しながら学

びを進められるようにした。 (図 13) 

また，教師は生徒がどのように学びを進めている

のか，学習後のめざす姿にどの程度到達できている

のか，何につまずいているのかを見取ることができ

るように，授業中の個別の支援以外にも「確認問題」

と単元シートの「ふりかえり」を活用することとし

た。(図 14，15) 

「確認問題」は，学習後のめざす姿に到達できて

いるのかを教師が把握するための問題である。生徒

が自らの学習の進度や到達度に応じて取り組み，教

師に提出するようにした。また，その結果をもとに，

生徒に必要な個別の支援を行うようにした。 

そして単元シートの「ふりかえり」では，授業で

「分かったこと」や「できるようになったこと」，「こ

れから取り組みたいこと」だけでなく，「困ったこと」

などの学習を通しての心情についても記入できるよ

うにした。それによって，生徒とつまずきを一緒に

確認するとともに，必要に応じて授業や家庭学習で

の個別の支援につなげることできた。(図 16) 

 
カ ＡＩドリルを活用した個に応じた指導 

     これまでは，「知識・技能」の習得には，教師が作

成した問題や補助教材のワークを活用することが多

かったが，今年度はＡＩドリルの「ドリルパーク」

も活用することにした。 
     教師側が課題を設定して取り組ませるだけでなく，

生徒たち自らが授業中や朝の学習時間で自由に取り

組めるようにした。 
ＡＩドリルの生徒の誤答に応じて，類似問題を出

題する機能や，生徒が様々な難易度の問題を自由に

選んで取り組めるよさを生かしつつ，生徒の取組状

況をもとにして，個別の支援に生かすことができる

ようにした。(図 17) 

【図 13 学習ツールを選択して学ぶ様子】 

【図 14 確認問題】 

【図 15 単元シートのふりかえり】 

【図 16 家庭学習等での個別の支援】 

つまずきを把握して支援を行う 

【図 17 ＡＩドリル及び集計表】 
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     ＡＩドリルを活用することにより，教師側も，生

徒がどんな問題につまずいているか，定着していな

い部分はどこなのかなどについて明確にできるので，

より焦点を絞って効果的な指導ができるようになっ

た。 
 
 (２) 「協働的な学び」の実践 

「個別最適な学び」が孤立した学びにならないように，

「個別最適な学び」と「協働的な学び」が往還してい

くなかで，生徒の異なる考え方が組み合わさって，よ

りよい学びを生み出せるように次の指導の工夫を行っ

た。 
 ア 本校数学科における学習過程の設定 

     本校の数学科の授業の学習過程を図 18 のように決

めて学習を進めるようにした。従来の授業では，集団

思考までは，生徒たちは個別で学びを進めていた。し

かし，学習過程の途中でつまずいてしまった生徒にと

っては，自己の考えが深まらないまま集団思考を行う

こともあり，話合いでは自分の考えを言えず，ただ他

者の考えを聞くだけになってしまう場面も見られた。

そこで，教師による個別の支援だけでなく，生徒同士

で分からないときや困ったときはいつでも質問した

り，教えてあげたりできるような学習環境をつくるこ

とにした。 
     生徒同士が直接質問するだけでなく，ロイロノート

の提出箱(図 19)に問題に対する自分の考えを送った

り，他者の考えを見ることができたりするようにした。

そして，生徒が必要に応じて考えを共有できるように

した。そうしたことで，他者の考えを集団思考の前に

知ることもでき，どのように問題解決を図ったのか興

味をもったり，他者の考えを参考にして学びを深めた

りすることにもつながっていた。（図 20） 
 

  イ 思考ツール等の活用 
     ペアやグループなどの「協働的な学び」を通して，

生徒それぞれの思考が十分に深まる「対話的な学び」

にしたいと考えた。生徒同士の対話が「よりよい考え

に高め合う対話」や「本質を明らかにする対話」にな

るために，それぞれの考えを「比較」「検討」「分類」

することができる話合いを目指した。生徒が数学的な

見方・考え方をもとに，「図」や「表」，「式」などを関

連させながら話し合ったり，自らの考えを可視化しな

がら説明できたりするように「思考ツール」を活用す

ることとした。本校は，極小規模校ということで以 

【図 18 本校数学科の学習過程】 

【図 19 ロイロノート提出箱】 

【図 20 他者の思考をもとに考える姿】 

【図 21 思考ツールの一例】 

友達のこの考え

方は，どのようにし

てできたのかな？ 
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前から思考ツールを活用し，生徒が多様な見方・考え方をできるような取組をしてきたこと

もあり，意欲的に思考ツールを活用することができた。(図 21) 

 
 (３) 検証授業について 

ア 主題  １次方程式（７／１４時間） 「自分で学びタイム」 
  イ 本時の目標 

(ア) 分配法則を用いて，かっこを含む方程式を解くことができる。     【知識・技能】 
(イ) 係数に小数を含む方程式を解くことができる。            【知識・技能】 
(ウ) かっこや係数に小数を含む方程式の解き方を説明することができる。【思考・判断・表現】 

   ウ 本時の展開                                    
過

程 
主な学習活動 時間 

形

態 
教師の手立て 

○個別最適な学び ◎協働的な学び 

導 
 
 

 
入 

１ 学習問題を理解する。 
 
 
 
 
 
２ 解決の見通しを立てる。 
 
 
 
 

２ 
 
 
 
 
 
３ 

 
 
 

個 
 
 
 
 
 
個 
ペア 

 
 
 

◯ 計算の難易度を変えた学習問題

を用意することで，自分に合った

問題を選択できるようにする。 
◯ つまずいている生徒には，これ

までの学習を振り返らせたり，学

習の流れの確認をしたりする。 

○ 必要に応じて，これまでの学習

を振り返られるようにノートや教

科書，ロイロノート等を使うこと

を助言する。 

 

 
 
 
 
 
 

展 
 
 
 
 
 
 

開 
 
 
 
 
 
 
 

３ 自分の学習課題を設定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 学習課題に取り組む。 
【予想される生徒の考え】 
① ア －２を右辺に移項して解く。  

 5𝑥 − 2(𝑥 − 3) = 3 
 5𝑥 − (𝑥 − 3) = 3 + 2 

 
イ 分配法則を利用して解く。  
 5𝑥 − 2(𝑥 − 3) = 3 
 5𝑥 − 2𝑥 + 6 = 3 

 
① ア そのまま小数で解く。 
      2.3𝑥 = 0.5𝑥 + 9 

３ 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個 
ペア 

 
 
 
 
 
 
 
個 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個 
ペア 

◎ 課題設定が進まない生徒は，ペ

アで見通しを共有したり，協力し

て学習課題を設定したりしてよい

ことを伝える。 

 
 
 
 
 
◯ 自己追究の際に，考えが行き詰

まっている生徒にはロイロノート

の資料箱からヒントボックスを利

用して考えるように助言する。 
 
 
 
 
 
 
○ 自分なりの方法で解けた生徒

は，自分の考えをロイロノートの

 次の方程式を工夫して解いてみよ

う。  
① 5𝑥 − 2(𝑥 − 3) = 3 
② 2.3𝑥 = 0.5𝑥 + 9 

【生徒の反応例】 
・分配法則が使えないかな。 
・小数はどうすれば簡単にできるかな。 
・等式の性質が利用できるのかな。 

… 

… 

 生徒それぞれが学習問題を通し

て感じた興味や疑問や，見通しを

もとにして自分の課題設定を設定

することができていた。 

ヒントをもとに，

両辺を１０倍する

ことに生徒が気付

き，学習を進める姿

が見られた。 
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展 
 
 
 
 
 
 
 
 

開 
 
 
 
 
 
 
 
 

   2.3𝑥 − 0.5𝑥 = 9      1.8𝑥 = 9 
           𝑥 = 5 

イ 両辺１０倍して解く。 
 10 × 2.3𝑥 = 10 × (0.5𝑥 + 9)                23𝑥 = 5𝑥 + 90 

 
 
 
 
 
 
 
５ 自分の考えをまとめ，他者と話し合

ったり，全体で考えを共有したりする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 本時のまとめをする。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一斉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
個 

提出箱に入れるようにする。ＩＣ

Ｔを活用することで，考えがまと

まっていない生徒は他者の考えを

参考にして考えたり，話し合った

りできるようにする。解決できて

いる生徒は，自分の考えと他者の

考えを比較するようにする。 
 
 
 
 
 
 
◎ ノートやタブレットに課題に対

する自分の考えをまとめる。考え

をまとめたら，他者にどのように

考えたのかを説明する場を設定す

る。 
○ 数学的な表現を用いて説明でき

るように，必要に応じて助言する。 
 
 
 
○ 問題解決のためには，どのよう

な考え方が必要だったかを問いか

けることで，授業で働かせた数学

的な見方・考え方を振り返ること

ができるようにする。 
 
 
 
 

終 
 

末 

７ 本時の学習を振り返る。 
 
 
 
 
 
８ 確認問題に取り組む。 
 
 
 
 
 

 
 

10 
 

個 
 
 
 
 
 
個 
 
 
 
 

 

○ ４つの視点を掲示して，生徒が

視点を選択して学習を振り返れる

ようにする。 
 
 
 
○ 確認問題の結果をもとに，生徒

に必要な個別の支援を行う。 
○ 確認問題が終わった生徒はワー

クブックかドリルパーク(基礎基

本・応用)を自分で選択して取り組

めるようにする。 

… 

 他者の考えをロイロノー

トで見ることで，自らの考

え方と比較しながら，理解

を深めようとする姿が見ら

れた。 

「分配法則」や「等式の性質の利用」，「係数を整数に…」

などの数学的な考えを用いて説明することができた。 

本時のまとめでは，数学的な表現を用いながら，授業

で学んだことをノートにまとめることができた。 

係数が分数の場合はどうなる

のだろう？という新たな課題を

見出す姿が見られた。 
結果をもとに，生徒は自分で学習ツー

ルを選択して取り組むことができた。 
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５ 成果と課題 

  全国学力・学習状況調査の質問紙を活用して，生徒にア

ンケート(図 22)を実施した。（令和５年１１月３０日実施） 

(１) 成果について 

○「数学の授業は，自分に合った学び方，教材，学習時

間になっていましたか。」の質問には生徒全員が肯定的

に答えていた。また，「進んで自分から学習に取り組め

た」というような感想も記入されていたことから，今

回行った「個別最適な学び」の手立ては，生徒一人一

人の興味や関心，学習進度や学習到達度に応じたもの

となり，学習者にとって効果的なものであったと考え

られる。 

  ○「友達と話し合う活動を通して，自分の考えを深めた

り，広げたりできましたか。」の質問に対しても８９％

の生徒が肯定的に答えていることから，「協働的な学び」

の手立てを通して，対話的な学びや深い学びへとつな

がったと考えることができる。 

○ 今年度，ほぼ全ての生徒が入れ替わったため，昨年

度の数学的な資質・能力に関するデータとの比較はで

きなかった。しかし，今年度行った市販の単元テスト

や定期テストの結果を，４月のＮＲＴの結果と比べた

とき，生徒の数学的な資質・能力には着実な成長が見

受けられている。今年度の鹿児島学習定着度調査の結

果をもとに，より細かな分析を行っていきたい。 

(２) 課題について 

○ 自分の考えを他者に表現することを苦手とする生徒も多く，このような生徒にとって効果的な

「対話的な学び」となるように，今後も指導の工夫を重ねていく必要性を感じた。 

○ ＩＣＴを活用したことで，「個別最適な学び」と「協働的な学び」の手立てを充実させることは

できたが，ＩＣＴ機器を扱う技術や活用の幅を生徒だけでなく，教師も広げていく必要性を感じ

た。生徒や教師による解説動画の作成など，他校の実践からも積極的に学んでいきたい。 

  ○ 多くの生徒が自ら課題解決に向けて取り組めたが，数学が苦手な生徒や定着が不十分な生徒は，

教師の支援がかなり重要であると感じた。そのような生徒でも，自らのペースで学びを進めてい

けるような効果的な指導方法について研修を深めていきたい。 
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【図 22 生徒アンケートの結果 】 
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